
江戸川区
産業実態調査報告書

概要

江戸川区産業経済部産業経済課



調査概要

調査対象：区内5,000事業所

回答方法：郵送またはインターネット回答

有効回収数：1,851事業所

目的：アンケートを通して各事業所の経営状況や課題要望等を把握し、
今後の施策検討に資する

有効回収率：37.0%



回答事業所の属性について

（結果より一部抜粋）

報告書図Ⅱ－３ 事業所の創業年

事業所の基本情報（属性）について尋ねた
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以降の年代のパーセンテージは減少
傾向（若い企業の割合が少ない）

創業50年近い企業が多い 一方で
起業の促進、経営安定化の施策が重要に



経営状況について（報告書Ⅲ.１）

結果より一部抜粋

報告書図Ⅲ－１ 売上高（3年前との比較）

○売上高（3年前との比較）
増加したと回答した企業は約20％
ほぼ同じと回答した企業も約20％

減少したとする企業は56％

全事業者が不況ではないことがわかる
一方

コロナ禍、原材料・燃料費の高騰含め
現在、非常に苦しい操業環境に
置かれている事業者が多くいることが
示された。
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事業所の従業者について（報告書Ⅲ.３）

（結果より一部抜粋）

報告書図Ⅲ－９ 正規と非正規を合わせた従業者人数

○正規と非正規を合わせた従業者人数

0～4人の事業所が43.8％
次いで5～9人が24.2％

10人未満の小規模な事業者が7割近くを
占めている。
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「事業主」について（報告書Ⅲ.４）

（結果より一部抜粋）

報告書図Ⅲ－１５ 事業主の年齢

○事業主の年齢・後継者の有無

事業主が60代以上の割合が5割超え

40代以下は2割を下回る
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報告書図Ⅲ－１９ 事業後継者の有無

「まだ考えていない」が最多
「事業主の親族が後継者になる予定」
「事業承継する考えはなく、廃業予定」
「事業承継したいが後継者未定」の順に続く



「区で事業を行うメリット・デメリット」について
(報告書Ⅲ.11／12)

報告書図Ⅲ－37 江戸川区で事業を行うメリット
（上位回答を抜粋）

メリットでは職住近接に関するものが上位に
デメリットは災害リスクが多い一方、「特にない」が最多回答

報告書図Ⅲ－４０ 江戸川区で事業を行うデメリット
（上位回答を抜粋）

別問にて区外移転の意向を尋ねると、「移転する考えはない」が89.8％で最多
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「現在抱えている経営課題」について(報告書Ⅲ.１５)

報告書図Ⅲ－４５ 現在抱えている経営課題
（上位回答を抜粋）

上位4項目が突出
「従業員の確保・育成」が最多
「従業員の高齢化」が3番目
「原材料高騰による原価率の上昇」が2番目
「受注量・取引量・売上高の減少」が4番目

現在の区内事業者が抱える問題点として

・人材難
・原材料高騰による利益確保

に大きく悩まされていることが示された
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